	審査項目
	配点

	ア　職員、業務の方法その他の事項についての業務の実施に関する計画が適正なものであり、その計画を確実に遂行するに足りる知識及び能力有すると認められること。
	

	
	1 業務に関連する専門知識、実務経験等のあるスタッフ体制により事業効果が期待できる
	5

	
	2 障がい者の就労支援に関する業務実績又はノウハウを有しており事業効果が期待できる
	10

	
	3 業務計画書の内容が要求水準以上であり、事業効果が期待できる
	80

	
	
	■個別経営相談の実施
	5
	

	
	　　
	Ⅰ　工賃向上計画の策定・推進事業

	
	
	
	■個別経営相談
	（５）

	
	
	
	■経営・技術指導
■授産事業に関するアイディア募集
	（５）

	
	
	
	■障害福祉サービス事業に関するアイディア募集


	（５）

	
	
	Ⅱ　障害福祉サービス事業所間の連携・共同化事業


	
	
	
	■障害福祉サービス事業所間連携・共同化の促進

	（5）

	
	
	Ⅲ　市場調査・商品開発事業

	
	
	
	■ニーズ調査及び商品評価
	（５）

	
	
	
	■商品開発等に関する研修
	（5）

	
	
	Ⅳ　マッチングサポート事業

	
	
	
	■マッチング事業〔共同受注システム〕
	（20）

	
	
	
	■多様な販路の確保
	（10）

	
	
	Ⅴ　アクション及び企業認証制度の普及・啓発事業

	
	
	
	■アクション及び企業認証制度の普及・啓発
	（5）

	
	
	Ⅵ  その他の取組（自由記載）

	
	
	
	■本事業の目的等のために必要と思われる取組の提案
	（5）

	
	
	Ⅶ  業務遂行にあたっての関係機関との連携が図られている
	（5）

	
	
	Ⅷ  各事業相互の関連性が図られている
	（5）

	イ　前号に定めるもののほか、業務の運営が適正かつ確実に行われ、障がい者の　　就労の支援を推進するに資すると認められること。
	

	
	苦情処理及び秘密保持、個人情報保護に関し、適切な方策が講じられている
	５

	合　計
	１００点


加点項目審査に係る審査項目及び配点
【評価方法】
	評　　　　価
	評　価
レベル
	得点化

	○当該評価項目についての十分な理解・認識に基づき・・・・非常に優れている
○合理性、具体性、斬新性、実現性の点で・・・・・・・・・非常に優れている
	Ａ
	配点×1.0

	○当該評価項目についての十分な理解・認識に基づき・・・・・・・優れている
○合理性、具体性、斬新性、実現性の点で・・・・・・・・・・・・優れている
	Ｂ
	配点×0.８

	○当該評価項目についての十分な理解・認識に基づくと・・・・・・認められる
○合理性、具体性、斬新性、実現性が・・・・・・・・・・・・・・認められる
	Ｃ
	配点×0.４

	○当該評価項目についての理解・認識はあるが加点水準まで・・・達していない
○合理性、具体性、斬新性、実現性が加点水準まで・・・・・・・認められない
	Ｄ
	配点×0.0
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